
5-1　石綿除去工事作業フロー【煙突断熱材湿潤機械除去工法】

[工事前準備]

[準備作業]

[養生作業]

(12)　隔離養生完了後検査（発注者担当/所轄環境局/労働基準監督署)

[除去作業] (13)　除去作業時の保護衣・呼吸用保護具着装

(19)　廃石綿汚泥等凝固処理(凝固用吸水性樹脂使用)

(21)　煙突内面断熱材湿潤機械除去後洗浄(100MPa～150MPa)

(22)　洗浄水汚泥等凝固処理(凝固用吸水性樹脂使用)

※カポ・Nカポ時の負圧数値社内規定を厳守すること。（カポ-20Pa・Nカポ-30Pa）
別紙「煙突除去工事作業留意点」を熟読し、理解すること。

(1)　事前調査・施工計画書・届出提出

(2)　除去工事実施看板の掲示(近隣・作業員向け掲示)・

　　 資機材搬入

(3)　作業前測定

(4)　足場組立・機材組立

(16)　作業中　集じん排気装置の排気口でのﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん計

(6)　隔離養生

　　 脚部  作業ｽﾍﾟｰｽ床：ﾎﾟﾘｼｰﾄt=0.15mm　2重張り

  　 脚部  釜場ｽﾍﾟｰｽ床:防水ｼｰﾄ t=0.8mm以上張りの上

                    ﾎﾟﾘｼｰﾄt=0.15mm　2重張り　
　　 脚部作業・釜場ｽﾍﾟｰｽ壁/天井/開口部： ﾎﾟﾘｼｰﾄt=0.10mm　1重張り

  　 頂部  作業ｽﾍﾟｰｽ床:防水ｼｰﾄ t=0.8mm以上張りの上

                    ﾎﾟﾘｼｰﾄt=0.15mm　2重張り　
　　 頂部作業ｽﾍﾟｰｽ壁/天井： ﾎﾟﾘｼｰﾄt=0.10mm　1重張り

(8)　超高圧水ﾎﾟﾝﾌﾟ（積載車）・ﾎｰｽの設置

(9)(10)集じん排気装置(本設置)の負圧・風量・気流の確認

(11)　煙突つなぎ込み配管の撤去/開口の閉鎖

(14)　飛散抑制剤の吹付け(煙突内面断熱材)

(15)　石綿除去(煙突内面断熱材湿潤機械除去)

この時点で検出されれば既に作業場に
石綿が飛散していることになる。

木下地が負圧に負けて潰れないように
堅牢に組む。

ここでしっかりと清掃できていないと
作業中測定で検出されてしまう。

漏水の原因となるため、脚部
釜場の防水シートは、立上げや
入隅部は絶対に切り込まないこ
と。
袋詰エリアのポリシートも
立上げは床と切らずに施工
する。
袋を溜めた際に漏水する原因。

(7)　ｾｷｭﾘﾃｨｰﾙｰﾑ組立・設置

(5)　作業前清掃

圧力が高すぎると、跳ね上がり
再付着を招くので調整すること。

洗浄時は水が多いため、漏水に
十分注意すること。

煙突工事　現場管理要点注意事項

水蒸気を検出するため、特にNカポは
蒸気に注意する。

セキュリティ前測定中は袋出しを
行わない。
休憩時はエアシャワーを十分に
浴びるよう指示、監視する。

ポリマーとロックウールを適量
混在させる。

1重目の袋外部に石綿の付着があれば
確実に拭き取る。

建物からホースを下ろす際に、必ず
ホースを途中で数か所緊結させる。
ブラブラでは窓ガラスに当たり
破損させる。

集じん排気装置は重ねて設置すると
天面の破損につながるためNG。

鉄板閉塞後、周囲のコーキングと
防水シートで養生を入念に行う。

負圧数値を確認し、資機材の展示を
行う。

カメラで確認し、疑わしい箇所は
何度も繰り返し除去を行う。
取り残しは除去オペレーターの責任。
慎重・確実に納得いくまで除去する。

　　　測定及び負圧の状況・気流の流れの確認(作業中断時も実施)

(17)　作業中の粉じん濃度測定等

(18)　作業中断時及び毎日の作業終了清掃・ﾌｨﾙﾀｰ交換他

(20)　廃石綿汚泥等の袋詰(1重梱包)、搬出(2重梱包)
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吹付後、1.5時間以上集じん排気装置を稼働させ換気をする。

[片付け]

[廃棄物処理]

電子マニフェストは特に注意すること。

※測定箇所・測定点数は、施工計画書6.測定計画を参照

(28)　作業場所内(養生面)飛散防止剤吹付け

(29)　作業場所内の粉じん濃度低減の確認

(23)　洗浄水汚泥等の袋詰(1重梱包)、搬出(2重梱包)

(24)　作業場所内の清掃

(25)　有資格者による石綿除去後のﾁｪｯｸ・検査の実施

(26)　除去装置・工具等の搬出

(27)　煙突内面(除去面)の飛散防止剤吹付け

養生シート撤去時、床面等に石綿片が
落ちることの無いよう慎重に。(30)　作業場所内の隔離ｼｰﾄ等撤去・集じん排気装置撤去

(31)　作業後の清掃(事後清掃)及び資機材の撤去

(32)　特別管理産業廃棄物の処理

(33)　作業後測定

最終清掃を怠ると、作業後測定の
検出につながる。
元請、施主に多大な迷惑がかかり
重大事故に発展する。

最終清掃を確実に行い、作業員全員で
何度も確認すること。

灰出し扉周り、セキュリティ内
頭頂部煙突周りを入念に確認。

ここが最終確認になるため
確実に検査を行う。

清掃が不十分だと、撤去前測定時に
検出原因となる。

セキュリティ内及びセキュリティ前も
防止剤を吹き付ける。

換気時間を確保しないと
検出の原因となる。

工事写真の取り忘れは問題外。
お客様の工事に対する評価がここで
決まることもある。
不十分だと工事費用が減額になること
もあるので精度の高い報告書を作成。

[工事記録の作成] (34)　作業計画に基づく作業記録の作成

(35)　報告書の作成、発注者への除去作業の結果報告・保存
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